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人間が持つ高度なパターン識別能力は生まれついて持つているものではなく,学 習する

ことによつて後天的に備わつた機能であると考えられる。生体の脳では神経細胞が複雑に

結合して,情 報伝達することにより,回 路網が形成され記憶や物事の判断といつたものが

行われている.こ のような神経細胞回路網(ニューラルネットワーク)を工学的に模倣し,コ
ンピュータを用いて学習させることにより情報処理などに応用される研究が盛んに行われ,

またそれが実用化されている。現在のニューラルネットワークの手法は,必 ずしも生体の

神経系を忠実に表しているものではない。正確には人エニューラルネットワ‐クと呼ぶこ

とが望ましいという考え方もあるが,本 研究では簡略化および,世 間一般的にもニューラ

ルネットワークと呼んでいるのでそのように呼称する。ニューラルネットワークは大きく

分けて階層型と相互結合型に大別される.本 研究では前者のみを扱つている。
ニューラルネットワークの技術は現在,様 々な分野で応用されている。しかし医学分野

で用いていることは少ない。本研究では,プログラム開発言語 宜ヽcrOsOtt Visual Studio.NET

2003,C++を 用いて, 2つ の画像を比較しニューラルネットワークを用いてそれぞれの画

像で対応する位置を選択し,一 致しているかどうかの判別が可能であるかを検討した。手

法としては一致度を見たい 2つ の画像を用意する.そ の後,そ れぞれの画像を任意の画素

数で分割し,エ リア分けを行 う。学習自体は全画素について行い,一 致度を判別させる際
には入力画像を 1つ の画像の分割したエリアを選択し,も う1つ の画像にはすべてのエリ

アを入力し一致度が高いものを導き出す.ま た,学 習後,2つ の画像間で任意のエリアを抽

出し,そ の部位が一致しているか判別することを行つたものである.本 手法では階層型ニ

ューラルネットワークである誤差逆伝播法方Gack PropagatioDを用いて学習させること

により,そ れぞれの対応する画素のエリアが一致しているかどうかの判別ができた。


